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PRTG Network Monitor – システム要件 

この資料では、PRTG Network Monitor のシステム要件について説明します。 

 

Paessler AG は、100 センサーから無制限センサーまでの PRTG Network Monitor のライセンスを用意

しています。 

PRTG コアサーバーに必要なハードウェアは、使用するセンサー数および使用するリモートプロ―ブの

数など、いくつかの要素に大きく依存します。 

以下の要約は、システム要件のガイドラインと、推奨事項およびサポート範囲を示しています。仮想マ

シンやクラスターでコアサーバーを実行する場合、技術的な理由のためセンサー数の上限が低くなりま

す。詳細については Paessler ウェブサイトのシステム要件をご確認ください。 

https://www.paessler.com/prtg/requirements 

 

情報源 

この資料の情報源は以下のとおりです： 

 

メーカー公開資料： System Requirements for PRTG Network Monitor 

https://paessler.canto.global/direct/document/mls29ak0ct0uh43gsnh16s9d6i/M10FWgjuhk2WIYw

MKO6VC2zv1uU/original?content-type=application%2Fpdf&name=002248_System-

Requirements_EN.pdf 

 

メーカー公開資料：System requirements for PRTG 

 https://www.paessler.com/prtg/requirements 

 

本資料は Paessler AG 作成の資料/ナレッジベースをジュピターテクノロジー株式会社（以下当社と略

記）が独自で翻訳したものです。ベストエフォートの翻訳であるため、最新情報ではない可能性があり

ます。最新情報は情報源をご確認ください。 

  

https://www.paessler.com/prtg/requirements
https://paessler.canto.global/direct/document/mls29ak0ct0uh43gsnh16s9d6i/M10FWgjuhk2WIYwMKO6VC2zv1uU/original?content-type=application%2Fpdf&name=002248_System-Requirements_EN.pdf
https://paessler.canto.global/direct/document/mls29ak0ct0uh43gsnh16s9d6i/M10FWgjuhk2WIYwMKO6VC2zv1uU/original?content-type=application%2Fpdf&name=002248_System-Requirements_EN.pdf
https://paessler.canto.global/direct/document/mls29ak0ct0uh43gsnh16s9d6i/M10FWgjuhk2WIYwMKO6VC2zv1uU/original?content-type=application%2Fpdf&name=002248_System-Requirements_EN.pdf
https://www.paessler.com/prtg/requirements
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ほとんどの PRTG ユーザー向けの推奨設定 

PRTG のパフォーマンスや安定性に影響を与える多くの要因がありますが、ほとんどの PRTG ユーザー

には以下の PRTG コアサーバーのハードウェアサイジングが推奨されます。 

 

PRTG コアサーバーを以下の環境で実行することを推奨します。 

 

・ x64 サーバーハードウェア上で直接実行する。または、適切に構成された仮想環境（詳細について

は 仮想環境での PRTG の実行セクションを参照してください。）で実行する。 

・ Windows Server 2022、Windows Server 2019、Windows Server 2016、Windows 11 または

Windows 10 上で実行する。 

※JTC 注釈 対応 OS については資料下部「対応オペレーティングシステム」をご確認ください。 

注意 ：コアサーバーのシステムに.NET Framework 4.7.2 以降をインストールする必要があります。新し

い PRTG コアサーバーには.NET Framework 4.8 を推奨します。 

PRTG マニュアルの「General System Requirements for Remote Probes」もご確認ください。 

https://www.paessler.com/manuals/prtg/system_requirements#remote_probes 

 

 
センサー数 

（コアサーバーご

と） 

CPU 

コア数 
RAM DISK 容量 

管理者アカウント

の同時接続数 

リモートプ

ローブ数 

仮想環

境 
クラスター 推奨ライセンス 

最大 500 4 4 GB 100 GB < 30 < 30 
  

PRTG 500 

最大 1,000 6 6 GB 500 GB < 30 < 30 
  

PRTG 1000 

最大 2,500 8 8 GB 750 GB < 20 < 30 
  

PRTG 2500 

最大 5,000 8 12 GB 1,000 GB < 20 < 60 
  

PRTG 5000 

最大 10,000 
10-

12** 
16 GB 1,500 GB < 15 < 80 

  
PRTG XL1 

10,000 超 コアサーバーの追加を推奨します。詳細はお問い合わせください。 PRTG Enterprise 

＝OK ＝*OK ＝非推奨 ＝公式にサポートしていません。詳細はお問い合わせください。 

* 詳細は、下記の「仮想環境での PRTG の実行」をご確認ください。 

**10 個以上の CPU コアを使用する場合は、Windows のレジストリで CPU 分割構成を適用する必要が

ある場合があります。 

ほとんどの PRTG ユーザーは、デバイスあたり平均 10 個のセンサーを使用しています。そのため、例

えば 100 台のデバイスを監視するには、1,000 センサーのライセンスで十分な場合がほとんどです。こ

れらの推奨事項のいずれかを超える場合は弊社までお問合せください。 

  

https://www.paessler.com/manuals/prtg/system_requirements#remote_probes
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リモートプローブの推奨設定 

リモートプローブを以下の環境で実行することを推奨します。 

・ x86 互換ハードウェア上で直接、または適切に構成された仮想環境 （詳細については 仮想環境での

PRTG の実行セクションを参照してください。）で実行する。 

・ Windows Server 2022、Windows Server 2019、Windows Server 2016、Windows 11、または

Windows 10 上で実行する。 

※JTC 注釈 対応 OS については資料下部「対応オペレーティングシステム」をご確認ください。 

注意 ：プローブのシステムに.NET Framework 4.7.2 以降をインストールする必要があります。新しいプ

ローブには.NET Framework 4.8 を推奨します。 

 
センサー数 

（リモートプローブごと） 

CPU 

コア数 
RAM DISK 容量* 

最大 200 2 2 GB 40 GB 

200 ~ 2,000 4 4 GB 40 GB 

2,000 ~ 5,000 6 6 GB 40 GB 

5,000 超 リモートプローブの追加を推奨します。詳細はお問い合わせください。 

*リモートプローブシステムには、特別なディスク要件はありません。通常は 40GB 以上を推奨します。 

 

仮想環境での PRTG の実行 

PRTG は、PRTG コアサーバーを実行しているシステムのパフォーマンスや安定性に依存するさまざま

なコンポーネントを備えたオールインワンの監視ソリューションです。仮想環境ではさらに複雑なレイ

ヤーが追加されることになるため、物理サーバーと同じレベルのパフォーマンスを実現するには、PRTG

コアサーバーの設定を考慮する必要があります。 

 

500～5,000 センサーを使用する場合、仮想環境で実行するための特定の最適化を行う必要はほとんど

ありません。 

 

5,000 センサー以上の大規模の場合は、ベストプラクティスガイド「仮想環境で PRTG の大規模インス

トールを行う」の説明に従ってください。 

※弊社ホームページにてベストプラクティスガイドの日本語訳資料をご用意しております。 
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その他の要件と考慮事項 

特別なユースケースでの最小要件 

例えば Ping センサーと SNMP v1 または SNMP v2c センサーのみを使用し、かつ監視間隔が長いなど

限定的に PRTG を使用する場合は、より低いシステム要件でも正常に機能します。以下の最小要件でも

正常に機能する場合があります 

 

注意：特定のセンサータイプや短いスキャン間隔の設定によっては性能の問題に出会うかもしれない

ことに留意してください。もしその恐れがあるなら、上記の推奨設定を使ってください。 

 

注意：すでに紹介したハードウェア構成やオペレーティングシステム、ソフトウェア要件に関する推

奨事項はこれらにも適用されます。 

 

PRTG コアサーバーの最小要件（負荷の少ない特別なユースケースに限る） 

センサー数 

（コアサーバーご

と） 

CPU 

コア数 
RAM DISK 容量 

管理者アカウント

の同時接続数 

リモートプ

ローブ数 

仮想環

境 
クラスター 推奨ライセンス 

最大 500 2 2 GB 60 GB < 10 < 30   PRTG 500 

最大 1,000 4 4 GB 250 GB < 10 < 30   PRTG 1000 

最大 2,500 6 6 GB 500 GB < 10 < 30   PRTG 2500 

最大 5,000 6 8 GB 750 GB < 10 < 30   PRTG 5000 

最大 10,000 8 12 GB 1 TB < 10 < 30   PRTG XL1 

10,000 超 コアサーバーの追加を推奨します。詳細はお問い合わせください。 PRTG Enterprise 

＝OK ＝*OK ＝非推奨 ＝公式にサポートしていません。詳細はお問い合わせください。 

* 詳細は、下記の「仮想環境での PRTG の実行」をご確認ください。 
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リモートプローブの最小要件（負荷の少ない特別なユースケースに限る） 

 
センサー数 

（リモートプローブごと） 

CPU 

コア数 
RAM DISK 容量* 

最大 200 1 2 GB 40 GB 

200 ~ 2,000 2 2 GB 40 GB 

2,000 ~ 5,000 4 4 GB 40 GB 

5,000 超 リモートプローブの追加を推奨します。詳細はお問い合わせください。 

*リモートプローブシステムには、特別なディスク要件はありません。通常は 40GB 以上を推奨します。 

 

パフォーマンスに関する留意点 

パフォーマンスに影響を与える可能性のある以下の点に注意してください。 

 

・ 経験則として、一般的な利用環境でセンサー数が 5,000 個未満、リモートプローブ数が 30 個未満、

ユーザーアカウント数が 30 個未満であれば、パフォーマンスの問題が発生することはほとんどあ

りません。 

・ PRTG クラスターでは、クラスターノードごとに監視負荷が倍になります。それに伴い、パフォー

マンスはクラスターノードが追加されるごとに半分になります。したがって２台の PRTG コアサー

バーで構成され、それぞれがクラスターノードとして動作するシングルフェイルオーバークラスタ

ーでは、2,500 センサー未満にすることを推奨します。5,000 を超えるセンサーはサポートされませ

ん。フェイルオーバーノードを追加するごとに、推奨センサー数が半分になります。 

・ 5,000 個以上のセンサーを使用する場合は、スキャン間隔は１分ではなく、５分以上に設定する必要

があります。 

・ センサーの種類によっては、他のセンサーよりもはるかに多くの負荷が発生します。例えば、xFlow

（NetFlow、jFlow、sFlow、IPFIX）、VMware、センサーファクトリ、WMI、Syslog/トラップレシ

ーバーなどの複雑なセンサーは、Ping や SNMP センサーよりもはるかに多くの負荷を発生させま

す。 

・ 50 チャネル未満でセンサーを使用してください。50 チャネル以上のセンサーは公式にはサポート

されておらず、システムパフォーマンスに大きな影響を与える可能性があることに注意してくださ

い。 

・ PRTG コアサーバーごとにアクティブなユーザーアカウント数を 30 未満にすることをお勧めしま

す。すべてのユーザーが同時に PRTG ウェブインターフェイス（パブリックダッシュボード、また

はマップを含む）を使用しない場合は、ユーザー数を増やすことができます。 
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・ 次の機能の使用頻度を抑えるようにしてください。ダッシュボード（またはマップ）の高速、高頻

度の更新、大規模なセンサーレポートの頻繁な生成、パケットスニッフィング、センサーファクト

リセンサー、トップリストの多用、大規模なネットワークセグメントの自動検出を自動スケジュー

ルで頻繁に実行する、API 経由で監視データを常時照会する。 

・ リモートプローブを使用して負荷分散が可能です。負荷を分散するために、別のコンピューターに

複数のリモートプローブをセットアップすることができます。詳細はメーカーマニュアル（英語）

やメーカーチュートリアル動画をご確認ください。 

https://www.paessler.com/manuals/prtg/remote_probes_and_multiple_probes 

https://www.paessler.com/learn/videos/distributed_monitoring 

 

安定性に関する留意点 

PRTG の安定性に影響を与える可能性のある以下の点に注意してください。 

 

・ リモートプローブの使用には、コアサーバーとリモートプローブ間で安定したネットワーク接続が

必要です。3G 通信や衛星経由などの不安定な通信でも動作するかもしれませんが、安定した監視が

できない場合があります。 

・ 一般的に、１つのコアサーバーあたり 30 個未満のリモートプローブの使用をお勧めします。ただ

し、プローブあたりの使用センサー数が 100 未満であれば、リモートプローブを最大 60 個まで増

やすことができます。 

・ ネットワークの品質も重要です。例えば UDP を使用した監視では、パケットロス率が高いとタイム

アウトが頻繁に発生する可能性があります。また、不安定な WAN を介したリモートプローブの接

続では遅延が発生することもあります 

注意：ライセンスアクティベーションにはHTTPまたはemailによるインターネット接続が必要です 

  

https://www.paessler.com/manuals/prtg/remote_probes_and_multiple_probes
https://www.paessler.com/learn/videos/distributed_monitoring
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対応オペレーティングシステム （PRTG コアサーバー、リモートプローブ用） 

PRTG コアサーバーサービスと PRTG プローブサービスは以下の Windows バージョンをサポートして

います。64 ビット（x64）OS を推奨します。 

 

• Microsoft Windows Server 2022 

• Microsoft Windows Server 2019 

• Microsoft Windows Server 2016 

• Microsoft Windows 11 

• Microsoft Windows 10 

 

注意 ：Windows Server の 「Core モード」と 「最小サーバーインターフェイス （Minimal Server Interface）」

はサポートしていません。 

 

PRTG ユーザーインターフェイスのシステム要件 

PRTG ウェブインターフェイス 

PRTG のウェブインターフェイスは以下のブラウザーをサポートしています。（パフォーマンスと信頼

性の高い順に記載）。画面の解像度は 1024x768 以上を推奨します。 

 

・ Google Chrome 72 以降 ※推奨ブラウザー 

・ Mozilla Firefox 65 以降 

・ Microsoft Internet Explorer 11 以降 

注意 ：他のブラウザーや古いバージョンではウェブインターフェイスにアクセスできない場合がありま

す。 

※JTC注釈 Microsoft Internet Explorer 11 ではWebインターフェイスの機能にいくつか制約があり

ます。 

 

PRTG Desktop 

PRTG Desktop はサポートされている全ての Windows および MAC のバージョンで動作します。詳細

なシステム要件はメーカーウェブサイト（英語）をご確認ください。 

https://www.paessler.com/prtg-desktop#downloads 

 

iOS、Android 用 PRTG アプリ 

iOS、Android 用の PRTG アプリを無料で提供しています。詳細なシステム要件は各アプリのページを

ご確認ください。 

 

  

https://www.paessler.com/prtg-desktop#downloads
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ITOps Board のシステム要件 

ITOps Board のシステム要件は ITOps Board のウェブサイトをご確認ください。 

 

注意：ITOps Board は Paessler PRTG Enterprise Monitor のみで使用できます。 

 

監視対象デバイスの要件 

・ SNMP （Simple Network Protocol）監視 ：監視対象デバイスが SNMP v1、v2c、または v3 に対応

しており、SNMP 互換ソフトウェアがデバイスにインストールされている必要があります。デバイ

スで SNMP が有効になっており、PRTG を実行しているマシンからの SNMP インターフェイスへ

のアクセスが許可されている必要があります。 

詳細はメーカーマニュアル（英語）をご確認ください。 

https://www.paessler.com/manuals/prtg/snmp_monitoring 

・ WMI （Windows Management Instrumentation）監視 ：WMI 監視を使用するには Windows ネッ

トワークが必要です。上述の Windows OS を搭載したホスト、クライアントコンピューターが公式

にサポートされています。WMI のパフォーマンスに問題が生じるため、Windows Vista や Windows 

Server 2008 を WMI 監視のホストコンピューターに使用しないでください。 

詳細はメーカーマニュアル（英語）をご確認ください。 

https://www.paessler.com/manuals/prtg/wmi_monitoring 

・ Flow （NetFlow、IPFIX、sFlow、jFlow）監視 ：PRTG プローブを実行しているシステムに、NetFlow 

(V5、V9、または IPFIX)、sFlow (V5)、jFlow (V5) のデータパケットを送信するようにデバイスを

設定する必要があります。 

詳細はメーカーマニュアル（英語）をご確認ください。 

https://www.paessler.com/manuals/prtg/flow_monitoring 

・ パケットスニッフィング監視：ローカルマシンのネットワークカードを通過したデータパケットの

みを解析できます。スイッチドネットワークでネットワーク全体の監視を行うには、いわゆる「モ

ニターポート」を備えたスイッチが必要です。 

詳細はメーカーマニュアル（英語）をご確認ください。 

https://www.paessler.com/manuals/prtg/packet_sniffer_monitoring 

  

https://www.paessler.com/prtg-enterprise-monitor/itops-board#system-requirements
https://www.paessler.com/manuals/prtg/snmp_monitoring
https://www.paessler.com/manuals/prtg/wmi_monitoring
https://www.paessler.com/manuals/prtg/flow_monitoring
https://www.paessler.com/manuals/prtg/packet_sniffer_monitoring
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免責事項・使用限定事項 

ジュピターテクノロジー株式会社 （以下当社と略記します）が作成した本ドキュメントに関する免責事

項および本ドキュメント使用に関する限定事項は以下の通りです。 

 

本ドキュメントに関する免責事項 

本ドキュメントは作成時点においてメーカーより提供された情報および当社での検証結果により作成

されたものですが、当社は本ドキュメントの内容に関していかなる保証をするものではありません。万

一、内容についての誤りおよび内容に基づいて被った損害が発生した場合でも一切責任を負いかねます。

本ドキュメントの内容によりなされた判断による行為で発生したいかなる損害に対しても当社は責任

を負いません。 

 

本ドキュメント使用に関する限定事項 

別に定める場合を除いて、本ドキュメントの取り扱いは当社より提供を受けたお客様による私的かつ非

営利目的での使用に限定されます。お客様は、本ドキュメントについて、変更、コピー、頒布、送信、

展示、上映、複製、公開、再許諾、二次的著作物作成、譲渡、販売のいずれも行うことができません。 

 

お問い合わせ 

PRTG Network Monitor について、ご不明な点などございましたらお問い合わせください： 

ジュピターテクノロジー株式会社（Jupiter Technology Corp.） 

 

住所：   〒183-0023 東京都府中市宮町一丁目 40 番地 KDX 府中ビル 6F 

URL：   https://www.jtc-i.co.jp/ 

電話番号：   042-358-1250 

 

購入前のお問い合わせ先： https://www.jtc-i.co.jp/contact/scontact.php  

購入後のお問い合わせ先： https://www.jtc-i.co.jp/support/customerportal/ 

 

発行日 2021 年 04 月 01 日 

修正日 2024 年 02 月 19 日 

ジュピターテクノロジー株式会社 

 

https://www.jtc-i.co.jp/
https://www.jtc-i.co.jp/contact/scontact.php
https://www.jtc-i.co.jp/support/customerportal/

